
 
 

感染症内科 Infectious Disease 
 

１． スタッフ構成(2025 年 3 月時点) 

 本間 義人(主任部長) 
2009年愛媛大学医学部卒 
専門分野：感染症全般、内科一般 
資格：日本内科学会認定内科医・総合内科専門医、日本感染症

学会感染症専門医・認定指導医、ICD制度協議会インフェクション

コントロールドクター、厚生労働省臨床研修指導医 
 

２． 実績 
血液培養陽性患者および細菌感染症やウイルス感染症、不明

熱の治療についてコンサルトを受け、併診しています。 
外来診療は HIV、梅毒の診療を行っています。 
 血液培養陽性患者：514名 
 感染症コンサルト：183名 
 

３． 2025 年度目標 

(1) 最新の知見に基づいた感染症治療 
(2) 最新の知見に基づいた微生物診断検査の運用 
(3) 抗菌薬適正使用の推進 
(4) 学生教育および研修医教育の充実、後期研修医の育成 

 

４． 学術関係 

(1) 学会発表および講演 
1. 本間義人、鶴田寛二. SARS-CoV2 陽性妊婦の分娩形式と医療従事者

への 2 次感染リスクについての検討. 第 98 回日本感染症学会学術講演

会. 神戸 (2024.6.27-29) 
2. 森岡大河、本間義人. 高病原性 Klebsiella pneumoniae を同定した致死

的転機を辿ったガス産生肝膿瘍の 1 例. 日本内科学会第 131 回四国地

方会. 松山 (2024.12.15) 
3. 古賀裕朗、本間義人. 草刈り作業後に発症した、ダニ刺咬痕のない重症

熱性血小板減少症候群の 1 例. 日本内科学会第 131 回四国地方会. 松
山 (2024.12.15) 

(2) 論文・著書 
1. Yoshito Homma、Harada T、Inoue T、Nakamura J、Kondo H、Tachibana S、

Katsuta T、Inoue K. Tuberculous aneurysm diagnosed by CT-Guided biopsy 
after stent graft replacement: A case report. J Infect Chemother. 2024 Dec 
30(12). 1315-1318 (2024.4) 

2. Atagi Y、Homma Y、Yamashi S、Kikuchi K、Nagashima Y. Fatal Renal Ab-
scess Caused by Porphyromonas gingivalis and Subcapsular Hemorrhage, 
Japan. Emerg Infect Dis. 2024 Oct 30(10). 2214-2217 (2024.9) 

3. 鶴田寛二、本間義人、阿部恵美子、勝田知也、岩本悟志、若林美代子、

岡英明、高村弘美. COVID-19 罹患中の分娩様式による医療従事者の 2
次感染についての後方視的観察研究. 感染症学会誌 98 巻(2024)(6 
号). 541-544 (2024.11) 
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